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月
　
　
日

１ 

　
次
の
文
中
の
（
　
　 

）
に
入
る
正
し
い
漢
字
を 

　
　
　
　
の
中
か
ら
選
び
ま
し
ょ
う
。

ア
：
現
象
　
イ
：
減
少

ア
：
追
求
　
イ
：
追
及
　
ウ
：
追
究

（
一
）
人
口
の
（  

　  

）
が
続
き
、
地
域
の
学
校
が

　
　
　
統
合
さ
れ
た
。

（
二
）
空
が
突
然
暗
く
な
る
と
い
う
珍
し
い
自
然

　
　（ 

　 

）
が
見
ら
れ
た
。

（
三
）
こ
の
町
で
は
、
観
光
客
の
数
が
年
々
（ 

　 

）

　
　
　
し
て
い
る
。

（
四
）
少
子
化
に
よ
る
子
ど
も
の
数
の
（  

　  

）
が

　
　
　
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

（
五
）
売
上
の
（ 

　 

）
を
防
ぐ
た
め
、
新
し
い
商
品

　
　
　
を
開
発
し
た
。

（
六
）
地
震
の
前
に
動
物
が
落
ち
着
か
な
く
な
る
と

　
　
　
い
う
（ 

　 

）
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

（
七
）
虹
は
光
が
雨
粒
で
屈
折
す
る
こ
と
で
起
こ
る

 

　
　（  

　  

）
だ
。

（
八
）
冬
に
な
る
と
手
が
乾
燥
す
る
と
い
う
（ 

　 

）

　
　
　
に
悩
ん
で
い
る
。

（
九
）
学
校
の
図
書
室
の
利
用
者
が
（ 

　 

）
し
、
改

　
　
　
善
策
が
話
し
合
わ
れ
た
。

（
一
）
科
学
者
た
ち
は
生
命
の
起
源
を
（ 

　  

）
し
よ

　
　
　
う
と
し
て
い
る
。

（
二
）
事
故
の
原
因
に
つ
い
て
、
記
者
が
厳
し
く

　
　（  
　  

）
し
た
。

（
三
）
彼
は
自
分
の
理
想
を
（  

　  

）
し
続
け
、
新
し

　
　
　
い
会
社
を
立
ち
上
げ
た
。

（
四
）
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
（  

　  

）
す
る
た
め
、

　
　
　
店
は
営
業
時
間
を
見
直
し
た
。

（
五
）
歴
史
の
真
実
を
（  

　  

）
す
る
研
究
が
続
け
ら

　
　
　
れ
て
い
る
。

（
六
）
責
任
問
題
を
徹
底
的
に
（  

　  

）
す
る
姿
勢
が

　
　
　
企
業
に
求
め
ら
れ
る
。

（
七
）
夢
の
（  

　  

）
に
は
、
大
き
な
努
力
と
時
間
が

　
　
　
必
要
だ
。

（
八
）
不
正
疑
惑
を
（  

　  

）
す
る
報
道
が
次
々
と
出

　
　
　
て
き
た
。

（
九
）
数
学
の
本
質
を
（  

　 

）
す
る
こ
と
で
、
理
解

　
　
　
が
深
ま
っ
た
。
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